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Ⅸ 防災･安全対策 

 ○本校では、学校経営計画の目指す学校像を実現するために、「安全・安心な学習環境の

整備及び地域と連携した防災対策等の強化」を主な取り組みとしています。 

学校が安全・安心な場所となるためには、実際を想定した訓練や宿泊防災等、防災意識

及び対応力を向上させるなど、防災・安全対策は欠かせません。校内の組織的な対応だけ

でなく、地域との連携を図りながらより安心・安全な学校を進めていきます。 

 

１ 災害時の対応について 

   災害発生時等、町田市のセンター校として、役割を果たすために以下の役割を担っています。 

 （１）町田市との協定に基づく避難所等の運営について 

   ・町田市と「障害者を対象にした避難所施設利用に関する協定」を結んでおり、障害者を対象にし

    た２次避難所として指定されています。このため、一時滞在施設の指定ではありません。 

    ※令和 6年度以降の校舎改築完成後からの実施となります。 

（２）学校の災害時帰宅支援ステーションとしての役割について 

・島しょを除く都立学校は、帰宅支援ステーションとして指定されています。震災時に徒歩帰宅者

    に対し、水、トイレ、沿道の情報等を提供します。（本校では、水、発電機の他、毛布も備蓄し

    ています。） 

（３）災害時の地域住民との連携体制について 

・防災教育推進委員会には、地域代表者の方も委員として加わっております。地域と学校の強みを

    生かし、協力体制を構築していきます。 

 

２ 日常の防災の取組について 

   日常の取組としては、避難の妨げにならないよう環境整備に努めています。また、より臨場感ある 

 避難訓練を体験することが何よりも大切なため、毎月実施する避難訓練には、以下のとおり様々な工

  夫をしています。 

（１）避難訓練 

ア 緊急地震速報の活用 

・児童・生徒が自ら安全な行動を取れるよう、緊急地震速報を使用しています。この警報音が鳴

ってから、１学期は１５秒後に地震が来ると設定し、児童・生徒はその間にどのように自ら安

全を確保するか、教員は安全確保のため、どのような動きをとることができるかが訓練できま

す。２学期以降は施設一部倒壊での通行禁止エリアの設定や負傷者運搬訓練等も実施予定です。 

イ 開始時刻を伝えない 

・突然地震が起きたとき、どこにいても自ら安全を確保したり、落ち着いた行動をしたりするこ

とができるように、計画的に行います。 

ウ 消防署との連携 

・起震車体験、消火器訓練、煙ハウス体験等、様々な場面で消防署との協力を仰ぎ、児童・生徒

の避難の様子も見てもらうことで、緊張感がある訓練になります。また助言をいただくことが

できるので、改善にもつながります。 

エ 避難経路を指定する。 
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・本校における地震の避難訓練では、避難経路の確認をしてから避難を開始しています。 

 避難ができない経路を設定し、校内放送を落ち着いて聞くことも大切なことです。校内放送で

は、避難可能な経路のみを伝えています。 

（２）防災訓練 

 ○６月に、児童・生徒には避難訓練及び引取訓練や宿泊防災訓練を実施しています。

また、教職員には「危機管理マニュアル」に沿った、教員の役割（自衛消防体制①・②）の確認を行います。  

 

３ その他 

防災組織と行動内容 

 ○本校組織図及び緊急時の体制  
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本部設置 

（緊急招集） 

避難開始 

 

避難・誘導班 

避難場所 

応援班 

搬出班 

救護班 
医療器具・薬品 

 予備薬の搬出 

重要書類の搬出 

・人員点呼 

・けが人確認 

・行方不明確認 

・状 況 確 認 

避難（学部・学年主任） 

災害発生 

救 護 班 

・けが人の応急処置 

・医療機関との連絡 

初期消火班 

捜 索 班 

捜索・誘導・救助活動 

現地本部設置 

人員・状況の報告と児童・生徒の掌握 

・災害状況把握 

・避難の有無の決定 

・情報収集（ＴＶ・ラジオ） 

・避難経路・場所の決定 

通報連絡

・災害発生・避難を校内に通告 

・消防機関その他、関係諸機関 

に報告連絡 

＊ 避難場所  野津田公園（スクールバス駐車場）   

避 難 後 の 体 制 

（自衛消防組織２） 

避難経路確認 

警 報

 人員・状況報告の流れ 

担任→学部主任→担当主幹→本部 

（山崎校舎把握） 

＜経営企画室＞ 

マイクを持って現場に急行→経営企画室に連絡 

＜副校長＞ 

 経営企画室に急行→現場から連絡を受ける 

→全校に状況連絡 

応援が必要な場合に対応 

初期消火班 
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防災組織と行動内容 
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本校舎 

担任 保健室 

事故発生 

保護者 

Ⅰ緊急時の対応フローチャート（掲示期間：通年） 

・人を呼ぶ（マンパワー） 
・報告/連絡/相談 
・記録（時系列、対応） 

管理職 

全校放送 

内線９１１ 
人を呼ぶ 

応援教員 

・子供から目を離さない 

・保健室へ連絡 

・応急処置 

・他の子供の安全確保 

保護者の合流について
①救急車搬送→医療機関での合流 
②救急車ではないが、早めに受診→医療機関での合流 
③緊急ではないが、受診が必要→学校で合流後、受診 

記録

連絡 
情報収集 

・救急対応の交代 

・緊急度の判断 

・関係者へ連絡指示

（管理職、保護者、

医療機関など） 

 救急車は『１１９』
※救急隊からの折り返し連絡が来るので、 
なるべく携帯からかけましょう。 

※かけるときは管理職に要確認！ 

・付き添い者は結果を学校へ報告 ・結果を保健室、管理職へ報告 

※管理職に事故報告が入っているか確認。 
    複数で、繰り返し、連絡する   
※つながらない場合は携帯へ 
 ・現状把握 ・教職員への指示 

・連絡 
学年主任/学部主任 
管理職/保護者 
・通院、下校の準備 
・付添いの有無 

・合流場所
の確認 
・保険証、
現金持参 

・全身観察、処置、体位管理、搬送準備 
・記録（時間と様子） 
「緊急時の記録用紙」 
 【個人の情報、時系列とバイタルチェック、服薬（エピペン）】 
 ①学校保管用 ②救急隊に渡す 
・タクシー、救急車など搬送手段を判断 

学校からの付添者 持ち物
・緊急時の記録用紙コピー 
・スポーツ振興センター書類 
・保護者連絡先 
・現金 
・児童生徒の荷物 

保健室 

内線

434 

－ ５８ －

管理職内線 
校長 510 
副校長

361・360 

緊急の場合 
確認無しですぐに 

１１９番 
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②救急車ではないが、早めに受診→医療機関での合流 
③緊急ではないが、受診が必要→学校で合流後、受診 

記録

連絡 
情報収集 

・救急対応の交代 

・緊急度の判断 

・関係者へ連絡指示

（管理職、保護者、

医療機関など） 

 救急車は『１１９』
※救急隊からの折り返し連絡が来るので、 
なるべく携帯からかけましょう。 

※かけるときは管理職に要確認！ 

・付き添い者は結果を学校へ報告 ・結果を保健室、管理職へ報告 

※管理職に事故報告が入っているか確認。 
    複数で、繰り返し、連絡する   
※つながらない場合は携帯へ 
 ・現状把握 ・教職員への指示 

・連絡 
学年主任/学部主任 
管理職/保護者 
・通院、下校の準備 
・付添いの有無 

・合流場所
の確認 
・保険証、
現金持参 

・全身観察、処置、体位管理、搬送準備 
・記録（時間と様子） 
「緊急時の記録用紙」 
 【個人の情報、時系列とバイタルチェック、服薬（エピペン）】 
 ①学校保管用 ②救急隊に渡す 
・タクシー、救急車など搬送手段を判断 

学校からの付添者 持ち物
・緊急時の記録用紙コピー 
・スポーツ振興センター書類 
・保護者連絡先 
・現金 
・児童生徒の荷物 

保健室 

内線

434 

－ ５８ －

管理職内線 
校長 510 
副校長

361・360 

緊急の場合 
確認無しですぐに 

１１９番 
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救急車は『１１９』
※救急隊からの折り返し連絡が来るので、

なるべく携帯からかけましょう。
※かけるときは管理職に要確認

・合流場所
の確認
・保険証、現
金持参

第一発見者

担 任 保健室

保護者管理職

応援教員

事故発生

人を呼ぶ

・子どもから目を離さない
・保健室へ連絡
・応急処置
・他の子どもの安全確保

・救急対応の交代
・緊急度の判断
・関係者へ連絡指示
（管理職、保護者、
医療機関など）

・連絡
学年主任/学部主任
管理職/保護者
・通院、下校の準備
・付き添いの有無

※管理職に事故報告が入っているか確認。
複数で、繰り返し、連絡する

※つながらない場合は携帯へ
・現状把握 ・教職員への指示

保健室

内線
119

・全身観察、処置、体位管理、搬送準備
・記録（時間と様子）
「緊急時の記録用紙」
【個人の情報、時系列とバイタルチェック、服薬（エピペン）】
①学校保管用 ②救急隊に渡す

・タクシー、救急車など搬送手段を判断

学校からの付き添い者 持ち物
・緊急時の記録用紙コピー
・スポーツ振興センター書類
・保護者連絡先
・現金
・児童生徒の荷物

保護者の合流について

①救急車搬送→医療機関での合流

②救急車ではないが、早めに受診→医療機関での合流

③緊急ではないが、受診が必要→学校で合流後、受診

・付き添い者は結果を学校へ報告 ・結果を保健室、管理職へ報告

・人を呼ぶ（マンパワー）
・報告/連絡/相談
・記録（時系列、対応）

記録
連絡

情報収集
教員体制

管理職内線
校長100

副校長101

全校放送
職員室

緊急時の対応フローチャート（掲示期間 通年） 山崎校舎
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緊急の場合
確認無しですぐに

１１９番

－ 59 －



（単位；千円）

令和５年度 令和４年度

393,897 466,144

315,789 387,039

（ 29,163 ） （ 26,160 ）

教職員関係費 9,243 26,160 教職員旅費等

管理運営費 277,831 322,860 共済費、スクールバス等

維持補修費 28,715 38,019
建物維持管理（光熱水費・
保守委託・ごみ処理等）

285 934 指導研修費、地域理解等

64 258 公開講座、施設開放事業

77,759 77,913 保健及び給食関係費

393,897 466,144

187 181
授業料・入学考査料・土地使
用料・証明書交付等

400 238 生産品売り払い

80 1,365 光熱水費・雑入等

667 1,784

394,564 464,360

（単位；千円）

  Ⅹ　予算概要 

1　本校における予算概要

区　　分 摘　　　　要
（予　算） （決　算）

事　　　業　　　費

内
　
　
訳

管理運営に関わる経費
　(うち自律経営推進予算）

保健給食に関わる経費

計

内
　
　
　
訳

教育指導研修に関わる経費

開放事業に関わる経費

歳
入

（
特
定
財
源

）

使用料及び手数料

財産収入

諸　　収　　入

計

　　

※　上記の職員費は、令和３年度における常勤教職員、再雇用職員、非常勤講師の人件費であり、事業主負担分を除く。

差引一般財源

※　令和５年度（当年度）予算は、当初見込額である。

※　令和４年度（前年度）決算は、５年４月末現在の見込額である。

令和３年職員費 1,534,947
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Ⅺ 施設・設備概要 

 

１ 施設の概要 

本校舎 

 校舎延床面積 16892.88 ㎡ 

 校 地 面 積 19519.86 ㎡ 

 プ ー ル 250 ㎡ 

 普 通 教 室 長尺シート、空調・給湯設備付 

 廊     下 長尺シート、フローロング 

 ス ロ ー プ 屋内スロープ１か所、屋外スロープ１か所 

 エ レ ベ ー タ 29 人乗（車イス３台）２基 

 グ ラ ウ ン ド  令和 6 年度完成（予定） 

 

山崎校舎 

  校舎延床面積   5,940.34 ㎡ 

 校 地 面 積   8,256.34 ㎡ 

  普 通 教 室   発泡層付塩ビシート、空調・給湯設備付 

プレイルーム   279.37㎡ 

 廊 下   長尺塩ビシート 

ス ロ ー プ   屋外スロープ１か所 

 エ レ ベ ー タ   １基 

 第二グラウンド   2,208 ㎡、全面クレイ舗装 

第二グラウンド駐車場      491 ㎡、全面アスファルト舗装 
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　中 庭
町田市立山崎保育園

山崎校舎グラウンド正門

玄関

 

 

 

２ 平面図 

   

本校舎 

 

 

 
 

 

 

山崎校舎 

 

 

 

工事区画

西校舎棟

東校舎棟
管理棟

南校舎棟

正門

東門
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Ⅺ 施設・設備概要 

 

１ 施設の概要 

本校舎 

 校舎延床面積 16892.88 ㎡ 

 校 地 面 積 19519.86 ㎡ 

 プ ー ル 250 ㎡ 

 普 通 教 室 長尺シート、空調・給湯設備付 
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 校 地 面 積   8,256.34 ㎡ 

  普 通 教 室   発泡層付塩ビシート、空調・給湯設備付 

プレイルーム   279.37㎡ 

 廊 下   長尺塩ビシート 

ス ロ ー プ   屋外スロープ１か所 

 エ レ ベ ー タ   １基 

 第二グラウンド   2,208 ㎡、全面クレイ舗装 
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　中 庭
町田市立山崎保育園

山崎校舎グラウンド正門

玄関

 

 

 

２ 平面図 

   

本校舎 

 

 

 
 

 

 

山崎校舎 

 

 

 

工事区画

西校舎棟

東校舎棟
管理棟

南校舎棟

正門

東門
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＜アクセス＞ 
本 校  

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【本校への交通案内】 

 

① 小田急線鶴川駅下車  5 番バス停 33 系統 野津田車庫行又は淵野辺行 
（所要時間 15 分）  野津田車庫下車徒歩 12 分 

② 小田急線・ＪＲ横浜線町田駅下車   
             西口バスセンター 14 番バス停 26 系統 野津田車庫行図師経由 

（所要時間 35 分）  神学校下車徒歩 18 分 
③ 小田急線・ＪＲ横浜線町田駅下車   

北口ＰＯＰビル前 21 番バス停 55 系統 野津田車庫行本町田経由 
（所要時間 25 分）  野津田車庫下車徒歩 10 分 

④ 小田急線・京王線多摩センター駅下車   
10 番バス停 32 系統 鶴川行小野路・青木葉公園経由 

（所要時間 17 分）  小野神社前下車徒歩 18 分  

 

大型・小型に関わらず、 

こちらの道を御使用ください。 
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＜アクセス＞ 
本 校  

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【本校への交通案内】 

 

① 小田急線鶴川駅下車  5 番バス停 33 系統 野津田車庫行又は淵野辺行 
（所要時間 15 分）  野津田車庫下車徒歩 12 分 

② 小田急線・ＪＲ横浜線町田駅下車   
             西口バスセンター 14 番バス停 26 系統 野津田車庫行図師経由 

（所要時間 35 分）  神学校下車徒歩 18 分 
③ 小田急線・ＪＲ横浜線町田駅下車   

北口ＰＯＰビル前 21 番バス停 55 系統 野津田車庫行本町田経由 
（所要時間 25 分）  野津田車庫下車徒歩 10 分 

④ 小田急線・京王線多摩センター駅下車   
10 番バス停 32 系統 鶴川行小野路・青木葉公園経由 

（所要時間 17 分）  小野神社前下車徒歩 18 分  

 

大型・小型に関わらず、 

こちらの道を御使用ください。 
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山崎校舎 
 

 
 

【山崎校舎への交通案内】 

 

（１）小田急線・ＪＲ横浜線町田駅下車   
町田バスセンター → 山崎団地入口(所要時間 15 分)下車  徒歩 2 分 
 

① 2 番バス停 町 61         藤の台経由野津田車庫行 
② 4 番バス停 町 25         山崎団地センター経由野津田車庫行 
③ 4 番バス停 町 13、町 20、町 23  山崎団地センター行 
④ 5 番バス停 町 15、町 24      山崎団地行 
 

 
（２）ＪＲ横浜線古淵駅下車  
    １番バス停 → 山崎団地入口(所要時間 15 分)下車  徒歩 1 分 
 

① 古 02   山崎団地行 

② 古 03   藤の台団地行 
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